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旭市海上キャンプ場及び滝のさと自然公園指定管理業務仕様書 
 

本書は、旭市海上キャンプ場（以下「キャンプ場」という。）及び滝のさと自然公園（以下「公

園」という。）をあわせた運営及び管理業務を指定管理者が行うための仕様を定めたものである。

キャンプ場と公園は別紙に示す範囲とする。 

 

１ 総則(運営に係る共通事項) 

 ⑴ 基本方針 

業務の遂行に当たっては、旭市海上キャンプ場の設置及び管理に関する条例（平成２１

年旭市条例第３号。以下「キャンプ場設置管理条例」という。）、旭市海上キャンプ場の設

置及び管理に関する条例施行規則（以下「キャンプ場条例施行規則」という。）、滝のさと

自然公園の設置及び管理に関する条例（令和元年旭市条例第１９号。以下、「公園設置管理

条例」という。）及び滝のさと自然公園設置及び管理に関する条例施行規則（以下、「公園

条例施行規則」という。）に基づき、法令等遵守するとともにキャンプ場及び公園の設置目

的に従った適切な管理運営を行なうこと。 

また、「公の施設」として、公正、公平な運営を行ない、特定の団体等に有利あるいは不

利になるような取扱いをしないこと。 

この仕様書に規程するもののほか、指定管理者の業務の内容について定めのない事項又

は疑義が生じた場合は、市と協議すること。 

 

⑵ 組織及び人員の配置 

  指定管理者は、運営に必要な業務執行体制を組織するとともに、業務の運用を効率的に行

なうために、次の職員を配置すること。 

① 適正な人数の職員を配置し、施設管理や緑地管理に精通した人員を可能な限り配置する 

こと。 

② 責任者となる総括責任者を配置し、業務の全体を総合的に把握し、市との連絡調整等に 

当たらせること。そして、事業計画書提出時に総括責任者の住所、氏名、その他必要な 

事項を市に報告することとし、総括責任者を変更する場合も同様とする。 

  ③ 青少年健全育成にかかる事業を企画し、理論と実施するための技術を有し、自然体験活 

動等指導できる職員を１人以上配置すること。 

④ 職員の中で、甲種防火管理者（消防法施行令第３条第１項第１号の規定による）の資格 

を有した者を１人以上配置すること。 

 

⑶ 労務管理と職員の研修等の実施 

  指定管理者は、次の点に留意し、職務環境を整えるとともに、職務能力の向上に務めるこ

と。 

 ① 指定管理者は職員に対する労務管理規程を整備し、職員従事の勤務割振りを適正に実施 

すること。 

② サービス向上を図るため、配置する職員全員が業務全般を理解し、適切に運用できる 

よう、職員の研修を適宜実施すること。 
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 ③ 受付対応、設備操作等に係るマニュアルを作成するとともに、職員に周知徹底を図るこ 

と。 

 ④ 職員が利用者等から利益の供与を受けることがないよう、必要な指導を行なうこと。 

 

⑷ 事業計画書の作成 

  指定管理者は、年度ごとに次に掲げる事項を記載した事業計画書を作成し、当該年度の前

年の１０月末日までに市に提出すること。作成にあたっては、内容について市と協議するこ

と。 

 ① 運営及び管理執行体制 

 ② 指定管理業務に係る当該年度の経費の収支予算案 

 ③ 施設の維持管理及び事業実施の計画  

各業務についての実施体制、実施工程、点検整備、法令に基づく測定、検査、調査、 

自主事業等の内容を記載すること。 

 ④ その他市長が必要と認める事項 

 

⑸ 事業報告書の作成 

  指定管理者は、毎月終了後１０日以内に月例報告書を、毎年度終了後３０日以内に事業報

告書を市に提出すること。報告書には、それぞれ次に掲げる事項を記載するとともに、アン

ケート等により、サービスの向上についての検証、事業評価等を記載すること。また、実施

した業務については、業務記録簿（法令で定められている点検結果報告書等様式が定められ

ている場合は、その様式）を作成すること。市から管理業務や経理の状況について提出を求

められた場合は、報告書を作成し提出すること。 

 ① 月齢報告書 

  ア 利用者数及び利用料金収入 

  イ アンケート結果と対応状況 

  ウ 施設、設備等の点検、修繕等 

  エ その他必要な書類 

 ② 年度報告書 

  ア 施設の維持管理と実施事業及び利用状況の報告 

  イ 利用料金収入の実績及び経費の収支決算 

  ウ 自主事業の実施状況 

  エ その他必要な書類 

 ③ その他の報告 

 

⑹ 業務改善 

管理運営状況について、市と協議すること。また、指定管理者は、利用者に対しアンケー

トを実施し、要望、意見を把握して、施設を快適に利用できるよう業務改善に努めること。

アンケートの内容については、市と協議し、報告書に反映させること。 
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⑺ 市及び関係機関との連絡調整 

   指定管理者は、市及び関係機関等との連絡調整を図るとともに、必要に応じて情報提供、

情報交換、照会・調査、市のＰＲに応対すること。 

 

⑻ 指定期間終了に伴う引継ぎ 

指定管理者は、指定期間終了又は指定の取消しに当たり、次の指定管理者が円滑かつ支

障なく本施設の業務を遂行できるよう、業務の引継ぎを十分に行なうとともに、必要なデ

ータ等を遅滞なく提供するものとする。特に、施設の利用予約に関しては、遺漏がないよ

うに十分留意するほか、利用者の不利益が生じないようにすること。 

 

⑼ その他運営に必要な業務 

 ① 喫煙対策  

喫煙は指定した場所のみとする。また、受動喫煙（自らの意に反して他人のたばこの

煙をすわされること）を防止するために必要な措置を講ずること。 

 ② 情報管理 

  ア 指定管理者は、旭市個人情報保護条例（平成１７年旭市条例第１５号）に基づき、特 

    定の個人が識別され、又は識別されうるものについて、適正な取扱い、管理を徹底す 

ること。また、業務の一部を第三者に委託する場合も同様とする。 

  イ 指定管理者の役員、職員等が、業務に関して知り得た秘密（個人情報を除く。）を漏

らし、又は自己の利益のために使用しないよう必要な措置を講ずること。 

  ウ 指定管理者が業務を行なうに当たり作成し、又は取得した文書等で指定管理者が管理

しているものについては、旭市情報公開条例（平成１７年旭市条例第１４号）の規程

に基づき、適正な情報公開に努めること。 

 ③ 会計の独立  

指定管理者としての業務に係る会計については、専用の口座で管理し、キャンプ場及

び公園の管理に係る経理、自主事業に係る経理及びその他の業務に係る経理を区分する

こと。 

 ④ 帳簿類の保存 

    指定管理者として作成した帳簿書類（会計帳簿、業務記録簿等）は、当該作成年度終

了後５年間保存すること。 

 ⑤ 手続き等に要する費用 

指定管理業務上必要とする手続きに係る費用は、指定管理者で負担すること。 

  ⑥ 占用等の取扱い 

     キャンプ場及び公園の敷地内において、占用したり、施設を設置し、又は管理しよう

とする者は、教育委員会と協議した上で許可を受けなければならない。 

⑦ 利用者に係る業務 

ア 指定管理者は、キャンプ場及び公園の利用促進を図るため、施設の内容、交通手段、 

開場日、利用時間利用方法の内容を周知・広報するために、パンフレットやホーム 

ページ等必要な媒体を作成し、配布又は情報を発信すること。 
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イ 指定管理業務を行う際はキャンプ場及び公園が指定管理者により管理、運営されて 

いる施設であることを外部や利用者に示すため、施設に案内掲示するほか、パンフ 

レット、ホームページ等に指定管理者名等を表示すること。 

⑧ リスク管理 

   事故、事件が起こった際に、原因が指定管理者の責めに帰す場合を踏まえ、損害賠償

等リスクに対する適切な範囲の保険に加入すること。 

⑨ 周辺環境への配慮 

   近隣住民から本施設への意見等が発せられた場合、傾聴し、市に内容を報告すること。

本施設と連続する周辺自然環境にも配慮した保全対策を講じること。 

 

２ 海上キャンプ場管理業務 

⑴ 基本方針 

指定管理者は、海上キャンプ場を運営及び管理するに当たり、各種法令、条例、規則等

を遵守すること。施設及び設備や備品の日常点検、保守等を行い、機能を良好に維持する

こと。利用者に対しては、利便性に配慮し、サービスが円滑に提供され、施設等を安全か

つ快適に利用できるようにすること。 

 

⑵ 施設及び設備の維持管理 

  指定管理者は、キャンプ場内におけるサービスが円滑に提供され、安全かつ快適に利用で

きるよう、施設及び設備の点検、保守を行い、その機能を良好に維持管理すること。 

① 一般事項 

ア 合理的かつ効率的な運用に努めること。 

イ 施設の環境を安全、快適かつ衛生的に保ち、利用者の健康被害を未然に防止するこ 

と。 

ウ 自然環境の汚染防止、省エネルギー、省資源化に努めること。 

エ 施設、設備等の物理的劣化による危険、障害等の発生を未然に防止し、不具合は早 

期に発見し、速やかに市に報告すること。 

オ 現在配備済みの市有物品は適正な管理の上、無償で貸与する。廃棄などの異動につ 

いては、市とあらかじめ協議すること。 

② 管理内容と作業基準 

業務の主要部分となる設備管理、清掃、警備等の内容と作業基準は次のとおりである。

実施に当たり、建築保全業務共通仕様書（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）を参考

にすること。業務は必要に応じて第三者に委託することができるものとする。 

ア 施設、設備(電気、消防用、浄化槽等含む)及び備品の維持管理 

関係法令を遵守し、次のとおり実施すること。安全性に配慮し、快適かつ良好な状

態を確保するとともに関係部署との連絡と調整に配慮すること。故障等の発生や、発

生が見込まれる場合は、速やかに市と協議すること。ただし、緊急を要する場合は、

必要な措置、修繕を実施すること。 
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ａ 日常的、定期的又は臨時に設備機器を点検し、適正に動作するかを確認すること。

不具合等非常事態の場合は必要な措置を施すこと。 

ｂ 設備機器の適正を判断するために必要な測定と記録をとること。 

ｃ 消防、防火避難設備の外観点検と機能保全を図ること。 

ｄ 設備機器の必要な法定検査を実施すること。 

ｅ 設備機器の機能を保持するための簡易な営繕、修繕を実施すること。 

ｆ 消耗品等の在庫を管理し不足しないように補充すること。 

ｇ その他設備管理に係る付帯業務を実施すること。 

イ 清掃等 

敷地内全施設(駐車場、貯水槽等含む)の床、壁、窓ガラス、鏡、照明器具等什器類

は、労働安全衛生規則（昭和４７年労働省令第３２号）を遵守し、次の点について詳

細な清掃箇所、回数、方法等清掃業務基準を定め、日常及び定期清掃により良好な環

境衛生を確保し、美化を心がけること。作業に当たり、確実に履行できる人員を配置

すること。 

ａ 拭き掃除、ほこり払い掃除、洗浄、クモの巣除去、ゴミ拾い及びその処理 

ｂ トイレットペーパー及び水石鹸等消耗品の在庫管理と補充 

ｃ 便器のつまり解消 

ｄ 集水枡等泥さらい 

ｅ その他美観、清潔感を保持し、備品什器類の機能性を保持すること。 

ウ 植栽管理 

敷地内及び施設管理に影響を及ぼす植生について、植物の特性、活力及び環境条件

等を勘案して、植栽を管理し、必要な次の作業を実施すること。天候、育成状態を考

慮し、最大の効果が得られるように作業時期を決定すること。また、利用者への安全

性に配慮して作業すること。 

ａ 人力又は機械を用いて適宜下草を除去し、美観を維持すること。 

ｂ 芝生を適宜刈込むこと。 

ｃ 枯枝、病虫害に犯されている枝、通風や採光等不必要な枝、通行の障害や施設に 

き損の影響を及ぼす枝を剪定し、管理上支障をきたす場合は市と協議のうえ伐採 

すること。 

ｄ 樹冠、樹形、成長上不必要な枝を剪定すること。 

ｅ 適正と安全性を確認した上で薬剤散布すること。 

ｆ 芝、樹木、花き等植物の育成状態により施肥すること。 

ｇ 処分する枝等は東総地区クリーンセンターに搬出すること。その際、処分の条件 

に従い、予定日、数量、運搬車両については事前に市に通知すること。 

エ 一般廃棄物収集運搬 

場内で生じた廃棄物は、種別ごとに市指定の収集袋に詰め、所定の場所に集積する

こと。集積した廃棄物は東総地区クリーンセンターに搬出すること。 
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⑶ キャンプ場利用に係る業務 

① 休業日と利用時間 

キャンプ場及び体育館の休業日は月曜日（その日が国民の祝日に関する法律(昭和 23

年法律第178号)に規程する休日に当たるときは、その翌日）及び１２月２９日から翌年

の１月３日までとする。利用時間は、キャンプ場の宿泊は午後１時から退場日の午前  

１１時まで、デイキャンプは午前９時から午後８時まで、体育館は午前９時から午後  

９時までとする。ただし、指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を   

受けて臨時に休業日に開館し、又は休業日以外の日に休業することができ、また利用時

間を変更することができる。 

② 利用規程の作成 

指定管理者は、施設等の利用について、必要な次の事項を市長の承認を得て利用規則

として定め、利用者に周知すること。 

ア 休業日、利用時間 

イ 使用許可申請書の受付期間の設定 

ウ 使用の許可、不許可、許可の取消し等の基準 

エ 利用者の遵守事項 

オ その他必要な事項 

③ 自主事業の実施 

指定管理者は、キャンプ場の設置目的に反しない限りにおいて、教育委員会の承認を

得て、事業を企画し、運営することができる。 

④ 受付対応 

指定管理者は、キャンプ場の来場者、利用者等のために必要な次の対応を行うこと。 

ア 「利用のしおり」の作成し、配付すること。 

イ 利用申込みに係る対応をすること。 

ウ 利用者、地域住民等の意見、要望、苦情に対して、適切に対応処理し、その内容を 

市に報告すること。 

エ 電話等での各種問い合せに対応すること。 

⑤ 利用の許可等 

指定管理者は、次の点に留意して、キャンプ場設置管理条例第６条に基づき、施設等

利用を申し込む者に許可又は承認を与えることとする。 

ア 施設の利用申込みは、原則として先着順とし、利用許可に当たっては平等性を確保

すること。 

イ 利用申込みの受付に当たっては、次のいずれかに該当する恐れがある場合は、利用

の許可又は承認を与えてはならない。また、利用許可後であっても、その事実が判

明した場合は、許可を取り消すことができる。 

ａ キャンプ場の設置目的に反すると認められるとき。 

ｂ 公の秩序又は善良な風俗を乱す恐れがあるとき。 

ｃ 施設及び設備・機器を破損する恐れがあるとき。 

ｄ その他キャンプ場の管理上支障があるとき。 
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ウ 指定管理者は、施設利用に当たり、前項の恐れがないと確認した場合は、利用許可

申請書を受理し、利用許可書を発行すること。 

エ 利用の許可を拒み、もしくは取消し、又は利用を停止させた者については、その記

録を作成し、速やかに市に報告すること。 

オ 利用に当たり、誤った許可を与え、利用者に損害を与えたときは、指定管理者にお

いて責任をもって弁償すること。 

⑥ 施設及び設備・器具等の貸出し等 

ア 指定管理者は、利用者が要望する設備・器具を準備し、使用方法及び注意事項を説

明するとともに、円滑に利用できるよう指導、助言を行うこと。 

イ 利用者が責めを負うべき施設及び設備・器具等のき損、紛失については、利用者の

負担により修繕、弁償を行うこと。 

ウ 利用を許可している内容、場所以外での行為は禁止すること。 

エ 承認を受けていない広告等掲示は禁止すること。 

⑦ 利用料金の徴収 

ア 指定管理者は、キャンプ場施設の利用料金を徴収し、収入とすることができる。 

イ 利用料金は、市が定める旭市使用料及び手数料に関する条例（平成17年旭市条例第

60号）に定める額の範囲内で設定し、事前に市長の承認を得ること。 

ウ 減免及びその取扱い範囲については、別途市と協議すること。 

 

⑷ 防犯、防災等に係る業務 

① 防犯・安全管理 

施設内及び周辺域について、次のとおり火災、盗難の予防、不法侵入などの不法行

為を防止し、施設の安全を確保するとともに、利用者等の生命、財産の安全を確保し、

適切な運営を維持すること。 

ア 施設内外の巡回監視と危険防止に係る点検 

イ 不法行為、管理上支障のある行為及び不審者の早期発見と排除 

ウ 盗難等予防と早期発見 

エ 天候等を原因とする危険性の波及探知と予防 

オ 鍵の管理と開錠及び施錠 

カ 拾得物の処理 

キ 閉館時の機械自動警備 

ク その他安全を確保するための措置 

② 緊急時対応の体制 

指定管理者は、災害や事故等緊急の事態が発生した場合は、速やかに警察、消防等関

係機関及び市に通報・連絡し、事態に適した対応を迅速かつ正確に行なえる体制を整え

ること。 

③ 急病者等への対応 

指定管理者は、本施設の来場者及び利用者の急な病気、けが等に対応できるよう、事

務室等に簡易な医薬品等を備えておくとともに、近隣の医療機関等と連携し、緊急時に

は的確な対応ができるようにしておくこと。 
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④ マニュアルの作成 

防災、防犯その他不測の事態への対応等について、マニュアルを作成し、職員に周知

徹底すること。 

⑤ 災害発生時における避難所開設 

平成２９年４月２５日付総行経第２５号の通知に基づき、大規模地震発生時、又は災

害時には、市の指示によりキャンプ場体育館を指定避難所として開設できることとする。

又、緊急に市民の生命、財産を保護する必要があるときも本施設を利用できるものとす

る。なお、避難所として開設した際は市が管理運営することとする。 

 

３ 滝のさと自然公園管理業務 

⑴ 基本方針 

指定管理者は、滝のさと自然公園を管理するに当たり、各種法令、条例、規則等を遵守

すること。緑地や設備等の日常点検、保守等を行い、施設及び環境を良好に維持すること。

また、利用者が安全かつ快適に利用できるようにすること。 

大規模地震発生時、又は災害時に、指定避難所に避難不可能となった場合には、公園を

「広域避難場所」として使用できるものとする。 

 

⑵ 植栽及び園地管理 

① 植栽管理 

敷地内及び施設管理に影響を及ぼす植生について、植物の特性、活力及び環境条件等

を勘案して、管理計画を作成の上、必要な次の作業を実施すること。天候、育成状態を

考慮し、最大の効果が得られるように作業時期を決定すること。また、利用者への安全

性に配慮して作業すること。なお、これらの業務は第三者に委託できるものとする。 

ア 人力又は機械を用いて下草を除去し、美観を維持すること。 

イ 芝生を刈込み、美観を維持すること。 

ウ 枯枝、病虫害に犯されている枝、通風や採光等不必要な枝、通行の障害や施設にき損 

の影響を及ぼす枝を剪定し、管理上支障をきたす場合は市と協議のうえ伐採すること。 

エ 樹冠、樹形、成長上不必要な枝を剪定すること。 

オ 適正と安全性を確認した上で薬剤散布すること。 

カ 芝、樹木、花き等植物の育成状態により施肥すること。 

キ 処分する枝等は東総地区クリーンセンターに搬出すること。その際、処分の条件に従 

い、予定日、数量、運搬車両については事前に市に通知すること。 

② 園地管理 

 利用者が安全、快適かつ衛生的に施設を使えるように、巡回して、施設、設備等不具

合を早期発見し、危険、障害等は未然に防止するように努めること。不具合等が見つか

った場合は、市に報告するとともに軽微なものは指定管理者で補修すること。なお、こ

れらの業務は第三者に委託できるものとする。 
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ア 施設、設備、備品等の維持管理 

ａ 日常的、定期的又は臨時に設備機器を点検し、適正に動作するかを確認すること。

不具合等非常事態の場合は必要な措置を施すこと。 

ｂ 設備機器の必要な法定検査を実施すること。 

ｃ 設備機器の機能を保持するための簡易な営繕、修繕を実施すること。 

ｄ 消耗品等の在庫を管理し不足しないように補充すること。 

ｅ その他設備管理に係る付帯業務を実施すること。 

イ 清掃等 

敷地内全施設(駐車場、貯水槽等含む)の床、壁、窓ガラス、鏡、照明器具等什器類

は、労働安全衛生規則（昭和４７年労働省令第３２号）を遵守し、次の点について詳

細な清掃箇所、回数、方法等清掃業務基準を定め、日常及び定期清掃により良好な環

境衛生を確保し、美化を心がける。作業に当たり、確実に履行できる人員を配置する

こと。 

ａ 拭き掃除、ほこり払い掃除、洗浄、クモの巣除去、ゴミ拾い及びその処理 

ｂ トイレットペーパー及び水石鹸等消耗品の在庫管理と補充 

ｃ トイレ便器のつまり解消 

ｄ その他美観、清潔感を保持し、備品什器類の機能性を保持すること。 

ｅ 場内で生じた廃棄物は、種別ごとに市指定の収集袋に詰め、所定の場所に集積し 

東総地区クリーンセンターに搬出すること。 

 

⑶ 公園利用に係る業務 

  公園利用に際して、公園設置管理条例第５条の許可を必要とする行為を実施する場合に

は、公の秩序、又は善良な風俗を乱さないように留意すること。また、同条例第７条の禁

止行為に留意すること。 

① 使用の許可等 

  ア 指定管理者は、公園設置管理条例第５条における行為をする者に対して、審査の上

公園の使用及び管理に支障がない限りにおいて、使用許可申請書を受理し、許可を

与え、使用許可書を発行することとする。使用の許可における審査基準は別途定め

ることとする。なお、使用に係る書類等規程を作成すること。 

イ 使用許可後であっても、許可している内容と異なる、又は許可している場所以外で

の行為が判明したり、公の秩序、又は善良な風俗を乱す事実、又はその恐れが判明

した場合は、許可を取り消すことができる。 

ウ 使用の許可を拒み、又は取消した者については、その記録を作成し、速やかに市に

報告すること。 

エ 使用に当たり、誤った許可を与え、使用者に損害を与えたときは、指定管理者にお

いて責任をもって弁償すること。 
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② 利用料金の徴収 

 ア 指定管理者は、前項における行為に対して、使用料を利用料金として徴収し、収入

とすることができる。 

 イ 利用料金は、市が定める旭市使用料及び手数料に関する条例（平成17年旭市条例第

60号）に定める額の範囲内で設定し、事前に市長の承認を得ること。 

 ウ 減免及びその取扱い範囲については、別途市と協議すること。 

③ 自主事業の実施 

指定管理者は、公園の利用及び管理に支障のない限り、教育委員会の承認を得て事業

を企画し、運営することができる。 

 


